
赤須賀漁師の伝言板 
「児童の笑顔が何よりのごほうび」 
 
 赤須賀漁協では年に２回、市内の小
学校に冷凍シジミを配達しています。 
 魚介類離れが進んだと言われる今、
地元で獲れる美味しいシジミを味わい
つつ親しみと愛着を持ってもらいたい。
そんな想いから始められた活動です。 
 その熱い想いは若い漁師に引き継が
れ、絶えることなく続けられています。 
 配達日の早朝に若手漁師が集まって
学校ごとに配達する量を確認しながら
箱詰めします。 
 箱詰めされた冷凍シジミは若手漁師
たちが分担して軽トラで学校の給食室
まで配達します。 
 給食でシジミを美味しく食べる児童
の笑顔が、想いを伝える活動をしてい
る私達には一番の励みになります。  

小さなシジミに大きな想いが詰まってます（*^_^*） 

Vol.11 赤須賀漁師の伝言板 
熟練の技 
 
 シジミは川底にいます。漁の際には川底
をジョレンを用いてシジミを獲るのでシジ
ミ以外に沢山の石やゴミ、貝殻なども沢山
入ってきます。これらは、そのままでは入
札には持ち込めないため、港に戻ってから
選別作業を行います。 
 
選別は水槽に張った水の中で篩を振ってシ
ジミとごみの選別を行います。 
 
一見簡単そうな作業に思えますが、実際に
やってみると思うようにきれいに分けるこ
とはできません。 
 
右の写真の漁師さんのようにきれいにシジ
ミとジャリを分けることができるようにな
るには、かなりの経験が必要になります。 
 
 

あまりにきれいな選別に感動！ 

Vol.16 


